
大分市では、長期休み明けの授業時数削減など、児童生徒の負担軽減を進めたことで、不登校児童生徒数
が９年ぶりに減少し、更には教員の負担も軽減され、「教員が生徒と向き合う時間の創出」につながっています。

「スロースタートプログラム」（大分市教育委員会）
とくしまの学校における働き方改革通信

  ～うぇるびーいんぐ～ Vol.49 取組の柱《２》 業務改善の更なる推進   ★県外の先進事例

各学校の実情に応じた
「スロースタートプログラム」による負担軽減
 【大分市内の小中学校の主な取組】
○学期始めの１,２週間は授業時数の削減  
 ６時間授業 ⇒ ５時間授業
※放課後に教育相談やSGE*等を実施

○新入生の部活動の参加は５月から
 ※４月は１時間程度の練習参加や見学

○５月の校内体育大会の競技数の削減
 ⇒ 午前中のみの実施、練習時間の短縮

○夏休み明けの課題テストを廃止
○学期始めの宿題提出期限の柔軟化

大分市教育委員会 「OITA COCOLO PLAN」の策定

大分市内の中学校における不登校生徒数

Ｒ５：1079人 ⇒ Ｒ６：981人

４月の新しいクラスで、友達がいな
くて不安だったけれど、放課後にい
ろんな人とゆっくり過ごせて、仲良く
なれました。

放課後に教育相談や生徒とふれあうための時間
が生まれ、家庭訪問や保護者面談ができました。

時間的なゆとりが生まれ、子どもが不安
を感じやすい学期始めの学校の様子を
きちんと聞くことができるようになりました。

★「うぇるびーいんぐ」のバックナンバーはこちら

とくしまの学校における働き方改革HP

【URL】https://hatarakikata.tokushima-ec.ed.jp/

98人減少

*SGE：構成的グループ・エンカウンター
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